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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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あ
り
が
た
く
な
い
こ
と
で
あ

る
▼
大
相
撲
は
八
百
長
問
題

で
多
く
の
力
士
が
解
雇
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
は
７
月
名

古
屋
場
所
で
の
観
客
は
激

減
。
日
本
相
撲
協
会
は
大
き

な
打
撃
を
こ
う
む
っ
た
と
い

え
る
▼
電
力
会
社
の
原
発
説

明
会
を
め
ぐ
る
「
や
ら
せ
」

問
題
。
原
発
の
安
全
を
監
視

す
る
保
安
院
に
も
飛
び
火
し

た
。
監
視
す
る
側
が「
安
全
」

を
Ｐ
Ｒ
す
る
側
に
回
っ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

の
だ
▼
長
官
は
「
内
部
事
務

一
元
化
は
順
調
に
い
っ
て
い

る
」
と
い
う
が
、
果
た
し
て

現
場
の
職
員
は
ど
う
思
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
上
が

「
順
調
」と
い
え
ば
そ
の
と
お

り
進
め
ざ
る
を
得
な
い
。
現

場
か
ら
も
否
定
す
る
声
は
あ

げ
ら
れ
な
い
。
職
員
犠
牲
は

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。

「
八
百
長
」、

「
や
ら
せ
」、

今
年
前
半
の

流
行
語
大
賞

と
い
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。

〈
出
題
〉
九
段　

石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

利
き
筋
を
打
つ
ま
で
の
手
順

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

（　

分
で
二
、
三
段
以
上
）

10

　いまこそ、労働組合の出番

あなたの参加を呼びかけます　

財
界
優
遇
の
規
制
緩
和
と

　
　
　
　
　
　
　
　

大
増
税

　

政
府
の
東
日
本
大
震
災
復

興
対
策
本
部
（
本
部
長
・
菅

首
相
）
は　

日
、「
復
興
期
間

29

　

年
」「
事
業
規
模
は
少
な
く

10と
も　

兆
円
」
と
す
る
「
東

23

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の

基
本
方
針
」
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
基
本
方
針
は
、「
財

界
優
遇
の
規
制
緩
和
強
化
」

と
「
復
興
な
き
大
増
税
の
宣

言
」
を
主
な
内
容
と
し
て
い

ま
す
。

　

復
興
計
画
で
は
、
農
林
水

産
業
に
「
復
興
特
区
」
を
設

け
、
大
企
業
の
参
入
や
株
式

会
社
化
に
よ
り
、
市
場
参
入

の
「
規
制
緩
和
」
を
狙
い
、

結
果
と
し
て
被
災
地
の
産
業

と
資
源
を
吸
い
尽
く
す
方
向

性
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、「
外
国
の
活

力
を
取
り
込
」
む
た
め
と
し

て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
を
示
唆
し
、

外
需
に
よ
る
地
場
産
業
・
労

働
市
場
の
「
買
い
た
た
き
」

に
よ
る
内
需
の
冷
え
込
み
を

招
き
入
れ
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、「
使

い
捨
て
」
が
前
提
で
す
。

　

復
興
財
源
の
確
保
で
は
、

「
時
限
的
な
税
制
措
置
」と
の

表
現
で
、
規
模
は
明
ら
か
に

し
な
い
も
の
の
、
増
税
路
線

を
宣
言
。「
基
幹
税
な
ど
を

多
角
的
に
検
討
」
と
し
て
、

法
人
税
、
所
得
税
、
消
費
税

の
い
ず
れ
に
も
増
税
の
道
を

開
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
財
界
・
政
府
に
よ

る
大
収
奪
構
造
の
強
化
方
針

と
真
正
面
か
ら
た
た
か
う
労

働
組
合
の
運
動
に
、
あ
な
た

の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
　

年
前
の
８
月
６
日
広
島

66
に
ウ
ラ
ン
型
核
爆
弾
、
９
日

長
崎
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
型
核

爆
弾
が
落
と
さ
れ
、
現
在
ま

で
の
死
者
は
広
島　

万
長
崎

40

　

万
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

20
　

年
前
に
は
ビ
キ
ニ
で
第
五

57福
竜
丸
が
ア
メ
リ
カ
の
水
爆

実
験
で
被
ば
く
し
、
福
島
原

発
で
日
本
は
四
度
目
の
被
ば

く
を
経
験
し
ま
し
た
。
福
島

第
一
原
発
一
号
機
は
ア
メ
リ

カ
Ｇ
Ｅ
社
製
で
あ
り
、
な
ん

と
四
度
の
被
ば
く
す
べ
て
に

ア
メ
リ
カ
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

原
爆
投
下
の
是
非
を
め
ぐ

る
ア
メ
リ
カ
政
府
の
見
解
は

「
広
島
・
長
崎
へ
の
投
下
は
戦

争
終
結
の
た
め
や
む
を
得
な

か
っ
た
」（
ジ
ョ
セ
フ
核
不
拡

散
担
当
特
使
）で
す
。
一
方
、

投
下
は
ソ
連
へ
の
け
ん
制
で

あ
る
と
か
、
人
体
実
験
だ
っ

た
と
い
う
説
も
あ
り
、
い
ず

れ
に
し
て
も
被
爆
し
た
国
民

の
悲
し
さ
や
悔
し
さ
は
分
か

ら
な
い
よ
う
で
す
。

　

悲
惨
な
原
爆
被
害
国
で

あ
っ
た
日
本
で
原
爆
・
核
戦

争
反
対
の
運
動
が
盛
り
上
が

り
、
世
界
に
広
が
っ
て
い
く

な
か
、　

年
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ

53

ワ
ー
大
統
領
が
国
連
総
会
で

「
ア
ト
ム
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー

ス
」（
原
子
力
の
平
和
利
用
）

と
演
説
し
世
界
か
ら
絶
賛
さ

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
原
子
力
だ

け
平
和
利
用
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
。
石
油
や
石
炭
の

平
和
利
用
と
は
い
い
ま
せ

ん
。
原
子
力
の
持
つ
危
険
性

を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

当
時
ア
メ
リ
カ
は
原
爆
を
作

り
す
ぎ
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場

が
操
業
短
縮
に
陥
っ
て
お

り
、
過
剰
な
ウ
ラ
ン
を
原
子

力
発
電
で
消
費
さ
せ
よ
う
と

し
た
の
で
す
。
核
兵
器
も　
53

年
の
1
千
発
か
ら　

年
に
は

60

２
万
2
千
発
に
激
増
。

　

日
本
で
も　

年
に
中
曽
根

54

康
弘
（
元
首
相
）
が
「
札
束

で
学
者
の
ほ
っ
ぺ
た
を
ひ
っ

ぱ
た
く
の
だ
」
と
い
っ
て
原

子
炉
予
算
を
通
過
さ
せ
て
原

戦
後　

年
を
迎
え
る
夏
に

６６

　

原
爆
被
害
国
日
本
は
あ
く
ま
で
核
に

　
　

「
ノ
ー
」を
叫
び
続
け
る
べ
き
だ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
税
中
央
副
執
行
委
員
長　

山
口　

潤
一
郎

発
開
発
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。
翌　

年
イ
エ
ー
ツ
米
国

55

下
院
議
員
は
広
島
に
原
発
を

建
設
す
べ
き
と
提
案
し
、
浜

井
広
島
市
長
は
「
死
の
た
め

の
原
子
力
が
生
の
た
め
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
に
市
民
は
賛

成
す
る
と
思
う
」
と
ア
メ
リ

カ
に
賛
成
し
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
は
原
爆
で
破
壊
し
、
汚

し
た
地
に
、
原
発
ま
で
押
し

つ
け
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

「
ア
メ
リ
カ
は
原
爆
開
発
技

術
の
有
効
活
用
を
図
ろ
う
と

日
本
に
売
り
込
み
ま
し
た
。

米
軍
基
地
の
押
し
付
け
、
余

剰
小
麦
の
有
効
活
用
の
た
め

に
日
本
に
パ
ン
給
食
を
導
入

し
、
日
本
人
の
食
生
活
を
一

変
さ
せ
た
」（
五
十
嵐
仁
法
大

教
授
）
こ
と
と
同
様
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
九
電
や
原
子

力
安
全
保
安
院
の「
や
ら
せ
」

が
発
覚
し
ま
し
た
。
情
報
隠

し
は
福
島
事
故
に
よ
る
被
曝

実
態
に
及
ん
で
お
り
、
政

府
・
東
電
が
被
曝
を
放
置
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
驚
愕

の
論
評
が
あ
り
ま
す
（
金
子

勝
慶
応
大
教
授
）。

★
福
島
原
発
事
故
で
放
出
さ

れ
た
放
射
能
は
広
島
型
原
爆

　

個
分
と
な
る
。
★
双
葉
町

20の
セ
シ
ウ
ム
は
１
１
２
０
万

ベ
ク
ト
ル
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
で
居
住
禁
止
と
な
る
８
倍

で
あ
る
。
★
浪
江
町
赤
宇
木

地
区
の
空
間
線
量
率
は
毎
時

3
3
0
マ
イ
ク
ル
シ
ー
ベ
ル

ト
で
通
常
値
の
５
５
０
０
倍

で
あ
る
。
★
福
島
の
女
性
の

母
乳
か
ら
２
～　

ベ
ク
ト
ル

13

の
セ
シ
ウ
ム
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
住
民
の
尿
中
と
ほ
ぼ
匹

敵
す
る
。
★
日
本
の
河
川
全

水
量
は
4
千
億
㌧
、
原
発
か

ら
出
さ
れ
る
温
水
の
水
量
は

1
千
億
㌧
！

　

ま
た
、「
た
だ
ち
に
健
康

に
危
険
は
な
い
」
と
い
う
レ

ベ
ル
で
は
な
く
、「
す
で
に

膀
胱
癌
な
ど
の
リ
ス
ク
が
増

加
す
る
可
能
性
の
あ
る
段
階

に
な
っ
て
い
る
」（
児
玉
龍
彦

東
大
教
授
）
と
も
い
わ
れ
て

お
り
、
安
閑
と
し
て
い
ら
れ

な
い
の
が
現
実
な
の
で
す
。

　
「
か
つ
て
日
本
人
は『
聖
戦

神
話
』
に
騙
さ
れ
、
今
度
ま

た
原
発
の
『
安
全
神
話
』
に

騙
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

（
五
十
嵐
仁
教
授
）。
脱
原
発

賛
成
が　

％
（
朝
日
新
聞
）

74

と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
民
主
党
は
「
当
面
原

子
力
を
活
用
」（
Ｐ
Ｔ
）
と

菅
首
相
の
「
脱
原
発
」
方
針

に
く
ぎ
を
刺
す
提
言
を
ま
と

め
ま
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
の
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
国
際
賞
を
受
賞
し
た
村

上
春
樹
氏
の
受
賞
ス
ピ
ー
チ

「
原
爆
被
害
国
で
あ
る
日
本

は
あ
く
ま
で
核
に
『
ノ
ー
』

を
叫
び
続
け
る
べ
き
だ
っ

た
。『
安
ら
か
に
眠
っ
て
く

だ
さ
い
。
過
ち
は
繰
り
返
し

ま
せ
ん
か
ら
』
を
も
う
一
度

心
に
刻
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
を
胸
に
込
め
る
戦
後　
６６

年
目
の
夏
に
し
た
い
。

　

全
国
税
は
７
月　

日
、
全

28

労
連
・
国
公
労
連
、
国
民
春

闘
共
闘
の
官
民
労
働
者
ら
１

５
０
０
名
が
参
加
し
た
「
夏

季
闘
争
勝
利
７
・　

中
央
行

28

動
」
を
展
開
し
ま
し
た
。
全

国
税
は
東
京
や
大
阪
か
ら
組

合
員
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

昼
休
み
に
開
催
さ
れ
た

「
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
！

原
発
ゼ
ロ
、
最
賃
引
き
上

げ
、
公
務
員
賃
金
改
善
、
国

民
本
位
の
財
政
実
現
、
国
民

要
求
実
現
７
・　

総
決
起
集

28

会
」【
写
真
】
で
は
、「
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
は　

世
21

紀
の
日
本
社
会
の
あ
り
よ
う

を
問
う
も
の
」
で
あ
り
「
７

月　

日
に
日
本
経
団
連
が
発

22
表
し
た
『
ア
ピ
ー
ル
２
０
１

１
』
は
身
勝
手
な
主
張
。

　

財
界
の
わ
が
ま
ま
に
対
峙

し
よ
う
」
と
決
意
を
固
め
あ

い
ま
し
た
。

夏
季
夏
季
闘闘
争
勝
利
７
・　

中
央
行
動
に

28

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
5
0
0
人

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

　3月11日に発生した東日本大震災と東京
電力・福島第1原発事故を受けて、財界の国
民総収奪・利益第一の姿勢が露わとなり、安
心・安全、国民本位の復興を願う国民要求と
相反するものであることが鮮明になってい
ます。
　今、国民・労働者の生活向上を求める労働
組合の本領発揮が求められており、このたた
かいに職場の皆さんが参加することを、
全国税は強く呼びかけます。

寄
稿

復　興

方　針

集会の壇上には、全国税と近畿地連の幟旗が
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ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の 

実
態
は

【
関
信
・
埼
玉
支
部
】

　

本
来
従
事
し
て
い
た

事
務
以
外
の
事
務
も
習

得
す
る
た
め
に
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
強
要

さ
れ
て
い
ま
す
。
主
担

者
は
、
自
分
の
持
つ
事

務
を
手
放
す
こ
と
は
で

き
ず
、
新
人
を
中
心

に
、
仕
事
が
変
わ
り
、

席
が
替
わ
り
と
、
人
が

回
り
続
け
て
い
る
だ
け

で
す
。
短
期
間
で
仕
事

を
習
得
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
結
果
と
し
て
、

仕
事
の
ミ
ス
が
目
立
ち

ま
す
。

総
務
課
長
の
資
質

【
近
畿
・
奈
良
支
部
】

　

７
月
９
日
付
け
で
退

職
す
る
職
員
の
夏
季
休

暇
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、
総
務
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、
当
初
前
例
が
な

い
の
で
と
曖
昧
な
回
答

だ
っ
た
の
で
、
取
れ
る

か
取
れ
な
い
か
を
聞
く

と
、
総
務
課
長
い
わ
く

「
取
る
か
ど
う
か
は
別

に
し
て
、
取
れ
ま
す
」

と
回
答
。
な
ん
と
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る

回
答
か
と
思
っ
た
。
ち

な
み
に
こ
の
総
務
課
長

に
以
前
こ
の
話
を
し
た

と
き
は
、「
職
場
の
目

も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ぜ
ひ
取
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
言
え
な
い
の

か
な
。
こ
ん
な
総
務
課

長
で
は
職
場
の
風
通
し

が
悪
く
な
る
ば
か
り
。

こ
の
課
長
が
今
後
ど
ん

な
職
責
に
つ
く
の
か
先

が
思
い
や
ら
れ
る
出
来

事
で
し
た
。

電
車
遅
延
で
も 

　
　
　
「
欠
勤
状
態
」！

【
東
京
・
中
野
分
会
】

　

異
動
後
、
電
話
に
よ

る
休
暇
申
請
は「
欠
勤
」

扱
い
に
す
る
と
い
う
指

示
が
下
り
ま
し
た
。
指

示
の
根
底
に
あ
る
の
は

「
休
暇
は
事
前
承
認
が

原
則
で
あ
り
、
本
人
が

承
認
簿
を
出
す
ま
で
は

欠
勤
状
態
で
あ
る
」
と

い
う
認
識
。
そ
の
上

で
、
電
話
連
絡
が
な
い

場
合
、
管
理
者
は
直
ち

に
総
務
課
長
に
連
絡

し
、
欠
勤
と
な
る
旨
を

部
下
職
員
に
周
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
い
ま
す
。

　

出
勤
し
て
休
暇
カ
ー

ド
を
出
せ
ば
よ
い
も
の

を
時
間
ま
で
に
連
絡
し

な
い
と
「
欠
勤
」（
賃
金

カ
ッ
ト
）
と
は
、
ひ
ど

す
ぎ
る
。
こ
れ
が
「
働

き
や
す
い
職
場
」
な
の

か
？　

職
場
の
声
は
…

★
「
欠
勤
」
と
い
う
語

感
に
違
和
感
が
あ
る
。

言
葉
が
き
つ
い
。
★
交

通
機
関
の
遅
れ
な
ど
予

測
で
き
な
い
。
な
ぜ
こ

れ
を
「
欠
勤
」
と
称
す

る
の
か
。
★
電
話
連
絡

が
遅
れ
た
だ
け
で
一
時

金
を
減
額
さ
れ
た
職
員

が
い
る
。
一
時
金
の
低

率
支
給
者
を
作
る
た
め

で
は
な
い
か
。
★
パ
ワ

ハ
ラ
統
括
官
の
武
器
に

な
る
の
で
は
と
心
配

だ
。
★
小
学
生
じ
ゃ
な

い
よ
！
な
に
、
あ
の
週

末
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
。

局
の
暇
人
が
考
え
る
こ

と
は
分
か
ら
な
い
。

〈
解
答
〉
黒
1
、
3
か
ら
5
と

打
つ
の
が
大
切
な
手
順
。
白

6
に
黒
7
で
黒
生
き
で
す
。

黒
3
で
7
は
白
イ
で
黒
死
。

ま
た
黒
3
で
5
は
白
ロ
黒
3

白
ハ
で
黒
死
。
白
4
で
ハ
な

ら
黒
ロ
で
5
と
7
が
見
合
い

で
す
。
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訂
正　

前
号（
1
9
5
2
号
）二
面
記
事
、「
全
国
の
人
事
の

特
徴
」中
、東
海
の
女
性
の
昇
任
発
令
数
は
、　

名
で
し
た
。
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財財
界界
のの
好好
きき
勝勝
手手
にに
はは
ささ
せせ
ぬぬ

労
働
組
合
の
本
領
発
揮
正
念
場 

　

東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
１
原
発
事
故
で
の
被
災
・
被
害
か
ら
の
復
旧
を
願
い
、

日
本
中
の
国
民
・
労
働
者
が
物
心
両
面
の
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。
世
界
中
か
ら
の

支
援
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
団
結
や
連
帯
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
な
か
、
財
界
は
大
衆

収
奪
構
造
の
維
持
と
強
化
に
ま
い
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
日
本
国
民
・
労
働
者

や
発
展
途
上
国
の
労
働
者
か
ら
吸
上
げ
て
巨
大
化
し
て
き
た
内
部
留
保
の
吐
き
出

し
を
求
め
る
声
が
強
ま
る
こ
と
を
警
戒
し
た
か
ら
で
す
。

　

露
骨
な
規
制
緩
和
・
新
自
由
主
義
的
「
構
造
改
革
」
の
推
進
を
押
し
つ
け
る
身
勝

手
な
姿
は
、
財
界
の
〝
わ
が
ま
ま
〟
そ
の
も
の
で
す
。

　

左
に
ま
と
め
た
の
は
、
東

日
本
大
震
災
以
降
、
日
本
経

団
連
を
は
じ
め
と
し
た
財
界

の
ト
ッ
プ
ら
の
発
言
。
一
方

で
、
少
な
く
な
い
有
識
者

は
、「
こ
れ
ま
で
の
構
造
改

2011年 4月 6日
経団連・米倉弘昌会長
「現在、9つほどの原発計画があると思うが、
これについても（今の問題の）原因を解明し、
安全性を計画に反映すれば、もっと安全な原
発になるのではないか。」
「（計画を）廃止するという必要はないと思う。」
「（東電は）一生懸命やっている。考えられてい
ないが、東電自体が被災者だ。甘かったとい
うことは絶対にない。」（ウォール・ストリート・
ジャーナル）　
2011年6月11日
トヨタ自動車・豊田章男社長
「日本でのものづくりが、ちょっと限界を超え
たと思う」（読売新聞）
2011年7月4日
東京電力・勝俣恒久会長
「（免責条項の適用は）関東大震災の3倍という
話もあるが今回の地震エネルギーはその44
倍。免責の解釈も十分可能だ」
（週刊ダイヤモンド）

　

東
日
本
大
震
災
に「
便
乗
」

し
た
形
で
、
全
国
各
地
で
大

企
業
に
よ
る
「
派
遣
切
り
」

「
雇
い
止
め
」「
賃
金
未
払
い
」

な
ど
が
発
生
し
て
お
り
、
労

働
者
ら
の
組
合
結
成
や
団
交

実
施
に
よ
り
、
解
決
や
前
進

を
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で

可
視
化
さ
れ
た
、
日
本
の

「
使
い
捨
て
労
働
」の
実
態
と

抜
け
穴
だ
ら
け
の
セ
ー
フ

テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
で
す
が
、
こ

の
改
善
を
期
待
さ
れ
て
実
現

し
た
「
政
権
交
代
」
で
も
手

つ
か
ず
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
結
果
、
東
日
本

大
震
災
で
悲
劇
が
繰
り
返
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
復
興
に
よ
る
仮
設
住

宅
建
設
で
は
、
日
当
５
千
円

も
の
低
賃
金
労
働
が
ま
か
り

通
り
、「
仕
事
が
あ
る
だ
け

ま
し
」
と
の
被
災
者
の
足
元

を
見
る
「
使
い
捨
て
労
働
」

が
官
発
注
で
ま
ん
延
し
て
い

ま
す
。
派
遣
切
り
を
許
さ
な

い
た
た
か
い
が
必
要
で
す
。

し
、
日
本
経
団
連
は
７
月　
28

日
、「
所
得
税
・
法
人
税
を
納

税
す
れ
ば
負
担
が
納
税
者
と

黒
字
法
人
に
偏
り
、
経
済
活

力
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
」

と
強
調
し
、「
も
っ
と
も
中

立
的
」
と
消
費
税
増
税
を
求

め
て
い
ま
す
。
日
本
商
工
会

議
所
も
消
費
税
増
税
の
被
災

地
域
で
の
軽
減
措
置
等
を
求

め
た
こ
と
を
除
き
足
並
み
を

揃
え
ま
し
た
。
た
め
込
ん
だ

内
部
留
保
を
震
災
復
興
に
拠

出
す
る
〝
覚
悟
〟
す
ら
持
ち

合
わ
せ
ず
、
日
本
経
団
連
は

被
災
地
を
含
め
た
消
費
税
増

税
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
「『
震
災
特
需
』
に
与
り
な

が
ら
、
負
担
は
し
な
い
」
と

い
う
厚
顔
無
恥
ぶ
り
で
す
。
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復
興
財
源
や
多
額
の
復
興

国
債
の
償
却
財
源
と
し
て
、

政
府
は
消
費
税
を
含
め
た

「
基
幹
税
を
多
角
的
に
検
討
」

し
て
税
率
を
上
乗
せ
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

　

派
遣
切
り
再
び

　
　
　
　

使
い
捨
て
労
働
や
め
さ
せ
よ
う

法
人
税
率
引
上
げ
警
戒

　

日
本
経
団
連
・
米
倉
会
長

は
７
月　

日
の
記
者
会
見

11

で
、「
原
発
の
安
定
供
給
が

な
け
れ
ば
、
日
本
企
業
は
海

外
移
転
し
て
し
ま
う
」
と
、

国
民
に
対
し
て
脅
し
を
か
け

る
な
ど
、
利
益
最
優
先
の

〝
わ
が
ま
ま
ぶ
り
〟を
見
せ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
九
電
「
や
ら
せ

メ
ー
ル
」
や
経
産
省
・
保
安

院
に
よ
る
中
電
「
や
ら
せ
質

問
」
の
指
示
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の「
言
論
監
視
問
題
」

な
ど
、
手
段
を
選
ば
な
い
原

発
推
進
の
「
利
益
共
同
体
」

の
本
質
が
暴
か
れ
よ
う
と
し

て
お
り
、
安
心
・
安
全
な
国

民
生
活
の
実
現
は
、
原
発
問

題
で
も
待
っ
た
な
し
で
す
。

反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

東
京
電
力
・
福
島
第
１
原

発
事
故
は
、
わ
が
国
の
原
発

依
存
体
質
が
、
政
財
界
や
行

政
、
一
部
学
者
や
マ
ス
コ
ミ

な
ど
、
巨
額
な
利
益
を
む
さ

ぼ
る
「
原
発
利
益
共
同
体
」

に
よ
っ
て
、〝
安
全
神
話
〟
の

喧
伝
や
言
論
監
視
・
統
制
を

進
め
て
形
成
さ
れ
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
安
心
・
安
全
な

国
民
生
活
を
願
う
要
求
に
相

原
発「
利
益
共
同
体
」

　

大
震
災
か
ら
１
か
月
も
経

た
な
い
４
月
５
日
付
『
日
経

新
聞
』
で
日
本
経
団
連
・
御

手
洗
前
会
長
は
「
東
北
に
経

済
特
区
を
設
け
る
」
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

　

狙
い
は
、
被
害
の
大
き
い

農
業
・
漁
業
な
ど
の
産
業
に

大
企
業
が
参
入
し
、「
株
式

会
社
化
」
を
狙
い
、
根
こ
そ

ぎ
資
源
を
奪
っ
た
後
は
、
地

元
へ
「
た
た
き
売
り
」
す
る

と
い
う
も
の
で
、
被
災
地
・

被
災
者
の
復
興
を
願
う
国
民

要
求
と
は
真
っ
向
か
ら
反
す

る
も
の
で
す
。

革
で
国
民
生
活
は
疲
弊
し
て

き
た
と
こ
ろ
へ
の
大
震
災

被
災
地
に「
特
区
」を

で
、
人
災
と
し
て
の
二
次
災

害
が
生
ま
れ
た
」
と
、
厳
し

く
検
証
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
・
労
働
者
の
生
活
向

上
を
求
め
る
労
働
組
合
に

と
っ
て
、
こ
れ
ら
財
界
の

〝
わ
が
ま
ま
〟実
現
を
阻
止
す

る
た
め
、
本
領
発
揮
の
正
念

場
を
迎
え
て
お
り
、
皆
さ
ん

の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
大
震
災
の
復

興
は
、
日
本
国
憲
法
の
生
存

権
や
幸
福
追
求
権
、
法
の
下

の
平
等
、
財
産
権
な
ど
、
自

由
と
基
本
的
人
権
の
尊
重
と

い
う
「
法
の
精
神
」
に
基
づ

い
て
、
被
災
地
住
民
の
意
思

に
よ
り
行
わ
れ
る
べ
き
で

す
。
そ
れ
こ
そ
が
、
震
災
直

後
か
ら
団
結
・
連
帯
し
て
い

る
国
民
要
求
の
か
な
め
で

す
。
し
か
し
、
財
界
が
狙
っ

て
い
る
の
は
、〝
わ
が
ま
ま
〟

し
放
題
が
可
能
な
「
特
区
」

創
設
で
あ
り
、「
規
制
」
さ
れ

る
べ
き
は
「
規
制
緩
和
」
そ

の
も
の
で
す
。

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

厚顔無恥にもほどがある財界トップの発言

2011年7月15日
大阪商工会議所副会頭・町田勝彦シャープ会長
「（原発をめぐる混乱は）海外移転を考える企業
にトドメを刺す。この状態が長く続けば、日
本では製造業が成り立たない」（産経ニュース）
2011年7月20日
経団連・米倉弘昌会長
「原発に一定程度依存しないと（電力不足で）
国内産業がどんどん海外に逃げ、雇用が守ら
れず、経済成長が落ちる」（毎日新聞）

被災後の陸前高田市の惨状


